
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 
令和8年3月23日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立相模原中央支援学校長  

令和７年度 学校評価報告書 （目標設定・実施結果） 
 

                                                              視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①「自立と社会参加」をめ
ざし、子どもたちの主体
的対話的で深い学びを実
践する 

 
 
 
②組織的な授業改善を行う
とともに、専門性の向上
を図る 

①子どもの「できた」を
引き出す授業を実践す
る 

 
 
 
 
②授業改善を進め、専門
性の向上を図る 

①アセスメントによる個別
教育計画を基に、ＰＤＣ
Ａサイクルにより、目標
の見直しに取り組む 

 
 
 
②教科やテーマに沿った授
業検討会を実施する。学
習会・研修会を実施する 

①一人ひとりの子どもの
「できた」の姿を明確に
し、授業を振り返ること
ができたか 

 
 
 
②教科やテーマに沿った授
業検討会、学習会・研修
会を実施することができ
たか 

①個別教育計画を参考に
授業の目的や内容を設
定し、子どもの「でき
た」を想定して展開す
る授業が見られた 

 
 
②教科やテーマに沿った
授業検討会を実施した 
授業改善研修２回、夏
の公開研修会（６講
座）、講演会、ICT活用
研修会、他部門紹介研
修、さがちゅうゼミ３
回、教材教具展等を実
施した 

①「できた」の姿の想定
や個別教育計画との関
連の仕方に差が見られ
るので、今後も継続し
て周知し意識の定着に
取り組んでいく 

 
②引き続き、教科やテー
マに沿って視点をおさ
えた授業検討会を行っ
ていく 

 後期に計画している研
修についても、円滑に
実施していく 

①教員からのアンケート
から評価し、次年度の
取組について考えられ
ている 

 
 
 
②役割分担や見える化等
に工夫し、授業改善に
つなげられている 

保Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

 70％  25％    3％    1％    1％ 

教Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

30％ 57％   9％  2％  2％ 

①子どもの「できた」を 
引き出す授業を実践
し、その理由や改善点
についても考えること
ができた 

 
 
②教科やテーマに沿った
そった授業検討会は、
共通の視点をもつこと
で充実した授業検討会
となり、授業改善につ
ながった。研修会、講
演会、学習会等の実施
により専門性の向上を
図ることができた 

①授業の実践や振り
返りへの取り組み
に対する差を無く
し、学校全体で
「できた」を引き
出す授業の実践を
図っていく 

②引き続き組織的な
授業改善を行うと
共に、専門性の向
上を図っていく 

 
 
 
 
 

２ 
幼児・児童・ 
生徒指導・支援 

①ICT機器の利活用によ
り、一人ひとりのニーズ
に応じた教育を実践する 

 
 
 
 
 
 
②高度化、複雑化する医療
的ケアについて、安全に
実施する校内体制の整備
をすすめる 

①一人ひとりのニーズに
応じた端末活用の実践
を進め、学びの充実を
図る 

 
 
 
 
 
②通学支援を利用して、
安全に通学することが
できる体制の整備をす
すめる 

①ねらいをおさえた端末の
活用や効果的な電子黒板
の活用を進める 

 
 
 
 
 
 
②訪問看護や福祉車両等の
事業所と連携し、安全な
通学支援事業を実施する 

①ねらいをおさえた端末の
活用や効果的な電子黒板
の活用を実践し、成果を
共有することができたか 

 
 
 
 
 
②訪問看護や福祉車両等の
事業所と連携し、安全な
通学支援事業を実施する
ことができたか 

①校内研修会や学習会を
実施し、実践報告や端
末の活用方法、電子黒
板の活用方法、アプリ
の紹介や活用例、スイ
ッチ活用等について共
有することができた 

 
 
②通学支援事業を実施し
ている生徒について、
関係機関と情報共有す
る場を作り、安全な通
学支援事業を実施する
ことができた 

①引き続き、端末や電子
黒板の活用の事例やア
プリの紹介等、情報の
共有を行い、ねらいを
おさえた端末活用や効
果的な電子黒板の活用
につなげていく 

 
 
②引き続き、必要に応じ
て関係機関との連携を
進め、安全な通学支援
事業を実施していく 

①ICT機器の活用は、参
考にしたい 

保Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

53％  36％   6％     2％    3％ 

教Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

  20％  60％  16％    2％    2％   

 

保Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

61％  32％    3％    1％    3％ 

教Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

  31％  52％    7％    6％    4％   
 

①実践共有や活用に関す
る情報を共有すること
で、ねらいをおさえた
端末活用や電子黒板の
活用が進んだ。さらに
子どものニーズに応じ
た活用につなげたい 

  
 
②今年度入学児童につい 
て、新規で福祉車両利
用の通学支援事業の実
施が始まった。利用児
童生徒や利用回数が増
えることで、事業所と
の丁寧な情報共有が必
要となる 

①引き続き研修会や
学習会、実践共有
や情報共有を積み
重ねから、一人ひ
とりのニーズに応
じた端末活用や電
子黒板の活用を進
め、学びの拡充を
図る 

②保護者・事業所・ 
学校の三者間で、
児童生徒の体調や
通学方法等の情報
共有を綿密に行っ
ていく 

３ 進路指導・支援 

①子どもたち一人ひとりの
生活の充実をめざし、発
達段階に応じた一貫した
教育を行う 

 
 
 
 
 
 
②将来を見据えた地域生活
充実のため、余暇活動、
障がい者スポーツを促進
する 

①卒業後の過ごしをイメ
ージした学習の充実を
図る 

 
 
 
 
 
 
 
②地域資源をいかした余
暇活動の充実を図る 

①動画教材等を使用し、成
長していくことや社会生
活に必要なスキルの獲得
に向けた支援を実施する 

 
 
 
 
 
 
②作品展や地域のフェスタ 
等に参加する。第４回ぎん
がボッチャ大会を開催す
る 

①成長すること、社会生活
に必要なスキルを理解す
ることができたか 

 
 
 
 
 
 
 
②余暇活動に参加すること
ができたか。ボッチャ大
会を開催することができ
たか。 

①進路学習で役立てるよ
うに、動画を載せた進
路支援専用サイト「進
路ステーション」を開
設した 

 
 
 
 
 
②積極的に相模原地区の
作品展や地域のフェス
タに児童生徒の作品を
出展し、そのことを本
校保護者や地域に発信
することに努めた 

①支援サイトは始めたば
かりであり、周知や実
践する中で課題を確認
し、より利用しやすい
ものにしていく 

 
 
 
 
 
②それぞれの展示学年と
連携を十分にとること
で、作品の展示が充実
したものにしていく 
ぎんがボッチャ大会の
開催を充実したものに
する 

①進路ステーションを授
業に活用していくこと
は良い取組である 

保Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

  43％  39％   15％   2％    1％ 

教Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

26％  59％   11％   2％    2％ 
 

保Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

  46％  44％   7％     2％    1％ 

教Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

17％  47％   29％   4％    3％ 

①進路支援サイトは、掲
載動画を生徒が気軽に
見返し、授業の理解を
補足できる教材として
役立っている。活用に
ついてはまだ十分に浸
透していない 

 
 
 
②ぎんがボッチャ大会で
は、卒業生も含め継続
して参加する方が増
え、地域に定着してき
た。余暇活動の幅を広
げていくことが課題で
ある 

①進路支援サイトの
授業内での活用場
面を増やし、進路
説明会等で活用例
を紹介し、身近な
ツールとして周知
して行く 

 
 
 
②ぎんがボッチャ大
会の継続実施と共
に夏季研修会で新
しいパラスポーツ
の紹介を行ってい
く 

 



 

                                                              視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①地域社会と連携しなが
ら、社会性を育む 

 
 
 
 
 
 
 
②共生社会づくりの実現に
向けた地域のインクルー
シブな環境づくりを推進
する 

①地域の学校と連携・協
力し、子どもの社会性
を育む教育の充実を図
る 

 
 
 
 
 
②センター的機能の充実
を図る 

①居住地交流や学校間交流
を実践する 

 
 
 
 
 
 
 
②地域の学校や関係諸機関
へ、ニーズに応じた助言
や支援を行う 

①目的をおさえた交流を実
践することができたか 

 
 
 
 
 
 
 
②ニーズに応じた相談、支
援を行うことができたか 

①学校間交流では、共和
小学校や平塚盲学校と
連携を取り合い、子ど
も同士の触れ合いや必
要な学びの場を大切に
しながら授業を行って
いる 

 
 
②寄せられた保育園・近
隣小中学校からの相談
に対して、ニーズを丁
寧に聞き取り、必要な
助言ができるように努
めた 

①より充実した交流にな
るように、事前の話し
合いや振り返りを行
い、そのことを相手校
と連携しながら次年度
の交流に生かしていく 

 
 
 
②必要なニーズについ
て、アンケートを作成
し、近隣小学校にも協
力していただき、地域
のセンター的機能の発
揮に生かしていく 

保Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

  61％  31％   6％     1％    1％ 

教Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

27％  50％   17％   3％    3％ 

②保護者や教職員がイ
ンクルーシブにどの
ようなイメージを持
っているのか、今後
どのように取り組み
評価していくのか期
待する 

保Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

  46％  42％   9％     1％    2％ 

教Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

21％  55％   18％   3％    3％ 

①学校間交流では、各
児童が相互理解を図
れるよう目的を設定
し実施した。交流で
得られた相互理解を
日常的な連携や継続
的な関わりにどう繋
げていくかが課題で
ある 

②近隣小中学校３校に
アンケートを実施し
検証考察を行いニー
ズの把握に努めた。
「巡回相談」に対し
一定の評価を受ける
ことができたが、課
題も明らかになった 

①交流を行った学
校と今年度の振
り返りを行い、
見通しを持った
交流ができるよ
うに連携を深め
ていく 
 
 

②市の教育委員会
と情報交換会を
行い、地域の学
校のニーズにつ
いて共有し、連
携を取りながら
センター的機能
の充実を図る 

５ 
学校管理 
学校運営 

①信頼と期待に応える学校
づくりを推進する  

 
 
 
 
②安全で安心な教育環境の
整備に取り組む 

 
 
 
 
 
 
  
③計画的、組織的な危機管
理体制の整備をすすめる
ことで、学校安全を推進
する 

 
 
 
 
 
④不祥事防止の徹底を図る 
 
  
 
 
 
⑤教職員の働き方改革を推
進する 

①学校の様子や取組みを
発信することに加えて、
保護者から教育活動の理
解を得る 
 
 
②災害時に、安全で安心
して過ごすことのできる
環境の整備に取り組む 
 
 
 
 
 
 
③不審者侵入防止対策
等、危機管理体制の充
実を図る。 

 
 
 
 
 
 
④取組みを継続し、気づ
いて伝えあう関係性と
人権意識を高める 

 
 
 
⑤授業準備や教材研究の
時間を確保することで
教員同士の連携を促
し、より良い授業を行
うことのできる環境に
する 

①年間で２回、授業参観日
を設定する。普段の授業
参観について周知する 

 
 
 
②災害時に使用する物品の
確認や設備の使用方法に
ついて、全職員で共有す
る 

 
 
 
 
 
③関係機関と連携して、不
審者対応訓練に取り組
み、全職員で対応方法を
共有する 

 
 
 
 
 
④定期的な研修会、各種会
議に継続して取り組む 

  
 
 
 
⑤新教育課程の検証を実施
する 

①授業参観をとおして、学
校の教育活動について理
解していただくことがで
きたか 

 
 
②災害時に使用する物品の
確認や設備の使用方法に
ついて、全職員で共有す
ることができたか 

 
 
 
 
 
③組織的に対応することが
できたか。今までの取組
みに加え、専門家の視点
を取り入れることができ
たか 

 
 
 
 
④気づき、伝え合うことが
できたか 

 
 
 
 
⑤朝の打合せの時間を有効
に活用することができた
か 

①授業参観日を通して、
日頃の教育活動につい
て理解していただくと
共に、アンケートで感
想や要望について意見
を聞くことができた 

②夏季休業期間に消火
栓・消火器の使用体
験、防火シャッターの
作動体験、発電機・蓄
電池の確認等を実施
し、全職員で使用方法
について共有すること
ができた 

 
③相模原警察より講師を
招き、不審者対応訓練
を実施した。不審者へ
の基本的な対応を学
び、1学期に実施した不
審者対応訓練をビデオ
で振り返り、実際の場
面を想定して対応方法
を考えることができた 

④様々なテーマで研修会
を設定し、気づきのア
ンテナや人権意識を高
めることに努めた 

 
 
⑤朝の９時までの時間に
当日の体制や授業内容
の確認等を行うことが
でき、大変有効に活用
することができた 

①今後も開かれた学校を
目指し、保護者には、
各学部で計画したオリ
ジナルの行事などに積
極的に参加していただ
く 

②避難訓練などの際に実
際に火災報知器や防火
シャッター等を活用
し、訓練の中での動き
を確認していく 

 
 
 
 
③２学期の不審者対応訓
練は日時を特定せずに
実施する 
不審者が校内に侵入す
るという想定で行い、
研修での助言を生かし
ていく 

 
 
④引き続き、継続して取
り組んでいく 

 組織的に報告・連絡・
相談を行い、気になる
ことへは迅速に対応し
ていく 

 ⑤引き続き、有効に活
用していく 

①それぞれ学校に求め
るものが保護者によ
って違う中で、これ
だけの高い評価を得
ていることに感心し
ている 

保Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

  69％  22％    6％    2％    1％ 

教Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

39％  50％   9％     1％    1％ 

 

保Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

  69％  26％    3％    1％    1％ 

教Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

36％  52％    9％    1％    2％ 

 

 

 

保Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

70％  24％    3％    2％    1％ 

教Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

38％  52％    7％    2％    1％ 

教Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 未 

24％  38％   28％   9％    1％ 

※全体を通して、全教
職員が同じ目標に向か
って取り組んでいくこ
とが大切である 

①間で２回、授業参観
日を設定することが
できた。授業参観日
を通しして、保護者
の思いを知ることが
できた 

②火災報知器や防火シ
ャッター等を活用し
た避難訓練を実施し
た。１階自立活動室
前の防火シャッター
が作動した際の避難
経路を確認しながら
避難することができ
た 

③2学期に日時を指定
せずに不審者対応訓
練を実施した。不審
者に対応する教員の
中でリーダーを決
め、リーダーの指示
に沿って不審者に対
応する訓練を実施す
ることができた 

④気づきのアンテナや
人権意識を高めるこ
とができた。伝え合
う環境づくりが課題
である 
 

⑤朝の９時までの時間
に当日の体制や授業
内容の確認等を行う
ことができた 

①開かれた学校を
引き続き目指し
て、授業参観日
を設定していく 

 
 
②２階階段前の防 
火シャッター作
動時は階段側の
扉からは入れな
い構造のため、
避難経路や教員
が応援に行く際
の経路を確認す
る必要がある 

③直接不審者に対 
応した教員につ 
いては、対応時 
の課題等を振り 
返る必要があっ 
た。来年度は振
り返りの時間を
確保し、反省を
共有する 

④引き続き組織的
に報告・連絡・
相談を行い、気
になることへは
迅速に対応して
いく 

⑤引き続き、有効
に活用していく 

 

アンケートの評価 保・保護者  教・教職員  Ａ・満足  Ｂ・やや満足  Ｃ・やや不満  Ｄ・不満  未・未記載 


